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1983.03.26　週刊東洋経済　葉剣英引退の政治的背景

葉
剣
英
引
退
の

政

治

的

背

景

対
内
的
に
は
非
毛
沢
東
化
か
ら

さ
ら
に
は
n

m
小
平
整
恩d
へ
と

動
き 、

対
外
的
に
は
中
ソ
接
近
・

米
中
冷
却
化
に
示
さ
れ
る
世
界
戦

略
の
転
換
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
中
国

の
政
治
的
舞
台
か
ら 、

軍
－

政
の

一

嶺雄中嶋東京外国経大学教授

た表五走。 大長
会老
1� 、

務事E
Z安会IJ
民 主主

長 ・

が 全
引 ？返 戻
し 代

八
六
歳
と
い
う
高
鈴 、

議
の
自

に
も
明
ら
か
な
昨
今
の

老
弱
ぶ
り

を
考
え
九
ぽ 、

当
然
の
道
筋
と
も

い
え
よ
う
が、

昨
年
の
中
国
共
箆

党
第
一
二
回
大
会
で
は’「
倒
れ
る

ま
で
党
と
人
民
に
つ
く
す」
と
語

っ
て
引
退
を
固
辞
し、

全
国
人
民

代
表
大
会
の
旧制
で
も
退
か
な
か
っ

た
硬
骨
渓
だ
け
に 、

今
回
の
引
退

は、

や
は
り

無
念
の
い
た
り
で
あ

ろ
う 。

形
の
う
え
で
は 、

去
る
二

月
二
五
日
付
の
築
剣
笑
書
簡
が
全

国
人
民
代

表
大
会
常
務
委
員
会

（
第
二
六
回
会
議）

で
後
援
さ
れ 、

彰
英・
副
委
員

長
や
錫
尚
昆・
副
委

員
長
が
葉
氏
の
捻
績
を
た
た
え 、

労
を
ね
ぎ
ら
つ
て
は
い
る
が、

党

中
央
政
治
局
に
居
坐
っ
て 、
「
伎

の
包
の
黒
い
う
ち
は
廓
小
平
の
思

い
ど
お
り
に
は
さ
せ
ぬ
ぞ」

と
い

っ
た
調
子
で
あ
っ

た
ζ
と
を
想
え

ば 、

今
回
の
引
退
は 、

薬
剣
芙
の

政
治
的
役
割
の
終
将仰
を
物
語
る
以

外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
ろ
う。

そ
も
そ
も
過
般
の
一
二
回
党
大

会
で
は 、

党
規
約
が
改
正
さ
れ 、

党
中
央
也
記
処
の
機
能
が
著
し
く

強
化
き
れ
た
反
面 、

政
治
局
は
飾

り
物
の
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
し

ま
っ

た
。

そ
し
て、

川世
紀
処（
局）

に
は 、

胡
組
制押・
総
書
記
以
下 、

万
塁 、

相側
啓
立
と
い
っ

た
鄭
小
平

系
列
の
有
能
な
人
材
が
配
さ
れ 、

党
官
僚
独
殺
体
制
が
慈
し
く
強
化

さ
れ
た。
乙
の
と
き 、

す
で
に
葉

剣
茶
の
政
治
的
立
揚
は 、
大
き
く

煩
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

加
え

て 、

最
近
の
中
国
で
は 、

非
毛
沢

東
化
が
さ
ら
に
進
み、
「
毛
沢
東

思
想」
を
唱
え
た
人
び
と
の
責
任

が
新
た
に
間
わ
九
は
じ
め
て
い

る
。

今
回
の
会
人
代
常
務
委
員
会

が
毛
沢
東
の
故
郷 、

湖
南
省
間
山

地
区
の
党
指
滋
者
で
毛
沢
東
一
級

と
見
な
さ
れ
る
毛
辿
秋
の
解
任
を

「
汚
磁」
を
翠
自
に
決
定
し、

全

人
代
代

表
資
格
ま
で
取
り

消
し
た

ζ
と
も 、
と
の
よ
う
な
傾
向
を
示

し
て
い・
ミ

し
か
も 、

毛
波
と

劉
－

m
実
権

派
の
中
間
に
あ
っ

た
周
思
釆
系
列

の
紫
剣
笑
に
と
っ

て 、

決
定
的
な

問
題
は 、

最
近
の
中
国
で 、

文
革

期
の
周
恩
来
の
政
治
的
役
割
が
問

い
返
さ
れ
つ
つ
あ
り 、

少
な
く
と

も
文
革
初
J

中
期
に
は 、

相剣
・

郊

笑
福
派
を
見
棄
て
て
毛
沢
東
と
文

本
に
賭
け
た
周
恩
来
の
立
問慣
が
大

き
く
閉山
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
と
で

あ
る
。

ζ
の
エ
う
な
周
恩
来
評
価

の
低
下
現
象
ζ
そ 、

業
剣
笑
引
退

を
余
儀
な
く
さ
せ
た
最
大
の
原
因

で
は
な
か
ろ
う
か

。
郡斑
剣
芙
の
み

な
ら
ず 、

本一a
先
念 、

谷
牧
ら
の
周、

恩
来
系
列
の
指
導
者
た
ち
は、
い

ま
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い

。

も
と
よ
り 、

二
月
中
句
に
ゆ・
闘

を
訪
れ
た
線
技
・

総
評
代

表
団
に

対
し
て、
胡
織
邦
・

総
書
記
が、
葉

氏
の
後
任
に
膨
呉
氏
を
推
し
た
い

と
路
っ

た
旨 、

朗報
ぜ
ら
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず 、

今
回 、

後
任
委
員

長
が
決
ま
ら
な
か
っ

た
ζ
と
は 、

来
る
べ
き
国
家
主
席
選
任
問
題
と

も
絡
ん
で 、

党
中
失
に 、

何
ら
か

の
問
題
や
思
惑
が
あ
っ

た
と
と
を

物
跨
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

業
剣
笑
辞
任
後
の
中
国
内
政

に
は 、

今
後
と
も
注
意
を
怠
つ
て

は
な
る
ま
い
。
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